
  

志賀原子力発電所２号機 第１回定期検査の開始について

                                                                            平成19年1月18日
                                                                            北陸電力株式会社

当社は、本年４月から実施を予定していた志賀原子力発電所２号機の第１回定期

検査
(＊)
を前倒して２月１日から実施します。

志賀２号機については、平成１８年７月５日から原子炉を停止し、低圧タービン

羽根損傷の点検作業を実施してきました。

また、高圧タービン車室内における粒状金属発見等の事象を踏まえ、昨年１０月

２７日から設備全般の総点検を行っています。今回の定期検査の前倒しは、この総

点検の徹底を図るためのものです。

高圧タービン内で発見された粒状金属に関しては、これまでに流入した可能性が

ある機器を点検し、回収作業を終了しました。今後、設備全般の総点検の中で異物

の有無を点検してまいります｡

以　上

　添付資料　： 定期検査の概要

　参考資料１： 設備の総点検について

　参考資料２： 粒状金属に係る機器の点検結果について

＊定期検査は、電気事業法により営業運転開始から１３ヶ月以内に開始すること

となっているもので、原子炉本体、原子炉冷却系統設備、原子炉格納設備等の

点検を実施します。



添付資料

定期検査の概要

１．定期検査の期間

平成１９年２月１日から平成１９年６月上旬まで

・定期検査開始　　　：平成１９年  ２月１日

・発電開始　　　　　：平成１９年　５月上旬

・総合負荷性能検査　：平成１９年　６月上旬

２．定期検査および定期事業者検査等を実施する主な設備

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電設備

(9) 蒸気タ－ビン

(10)電気設備

３．定期検査期間を利用して実施する主な工事等

(1) 配管の肉厚を確認する検査

経済産業省原子力安全・保安院文書「原子力発電所の配管肉厚に対する要

求事項等について（平成17年２月18日）」に基づき、復水系、主蒸気系、原

子炉隔離時冷却系等について、非破壊検査（肉厚検査）を実施する。

  （図－１ 配管肉厚検査対象範囲 参照）

　(2) 主蒸気逃がし安全弁予備品設置工事

　　　主蒸気逃がし安全弁（18個）全数について、同一設計の予備品と取替え、

点検作業の効率化を図る。

　(3) 低圧タービン整流板設置工事

　　　低圧タービン１２段の静翼および動翼を全て取り外し、替わりに整流板を

設置する。（図－２ 整流板設置の概要 参照）

　(4) 耐震裕度向上工事

原子力安全委員会で改訂された「発電用原子炉施設に関する耐震設計審査

指針」の趣旨を踏まえ、更なる耐震裕度の向上を図る。

（図－３ 耐震裕度向上工事の概要 参照）

以　上



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

系統名 検査数 

復水系 

主蒸気系 

原子炉隔離時冷却系 

原子炉冷却材浄化系 

給水加熱器ドレン系 

気体廃棄物処理系 

タービングランド蒸気系 

その他 

約 ２４０部位 

 

 

 

図－１ 配管肉厚検査対象範囲 
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整流板の大きさ・材質 
・外  径：４．０９ｍ 
・最大厚さ：１５．８ｃｍ 
・穴の直径： ３．２ｃｍ 
・穴の個数：１４５８個 
・材  質：合金鋼 

低圧タービン 12 段の動翼取外し後 

蒸気 

整流板 

蒸気 

多
孔
オ
リ
フ
ィ
ス
部 動翼カバー 

12 段動翼 

12 段静翼 

：取外し

11 段   12 段   13 段 

11 段静翼

13 段静翼 

14 段静翼 

低圧内部車室

整流板設置前 
11 段       13 段 

整流板設置後 

多孔オリフィス部 

整流板 

図－２ 整流板設置の概要 



給水配管

　既設サポートに補強部材を取り付けたり，強い部材へ取替えたり，あるいは新しいサ
ポートを追加設置する

　ケーブルトレイや電線管の既設サポートに補強部材を取り付けたり，強い部材へ取替え
たり，あるいは新しいサポートを追加設置する

トレイサポート
（既設）

ケーブルトレイ

トレイサポート
（耐震補強材）

〈現状〉 〈補強後〉

配管サポート
（耐震補強材）

配管サポート
（耐震補強材）

配管サポート
（耐震補強材）

○　電路類サポート改造工事（例）

○　配管サポート改造工事（例）

〈現状〉 〈補強後〉

図－３ 耐震裕度向上工事の概要



  

参考資料１ 

志賀原子力発電所２号機 設備の総点検について 
 

低圧タービン羽根損傷、高圧タービン内の粒状金属発見等の事象を踏まえ、志賀２号機

の設備全般の健全性について確認するため、発電を停止したまま、タービン設備をはじめ、

発電所設備全般にわたり総点検を行っています。 

さらに、４月から予定していた第１回定期検査を２月に前倒しして実施することにより、

この総点検の徹底を図ることといたします。 

 

○ 総点検の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書類検証点検 

①設計の検証 
・新設計内容の適切性検証 

 ・先行機、建設時不適合等対策の検証

②製作・据付の検証 
 ・工場製作・管理の適切性検証 
 ・据付工事の適切性検証 
③試運転の検証 
 ・試運転の適切性検証 
 ・系統・設備の機能・性能及び健全性

の検証 
④プラント再起動へ向けた検証 

・点検後の単体試運転、起動試験等、

各段階での検証 
開放点検 

全設備約1,400台 

・点検対象設備：約11,900台

・書類検証点検：全設備 
設備の総点検

重複 
約500台

約1,400台 

約9,300台 約1,700台

約1,700台約9,300台 

【第１回定期検査】 
発電所設備全般についての定期検査

【建設の適切性確認点検】 
発電所設備全般についての設計、製作、 
据付、試運転の適切性の検証・点検 

①健全性の確認 
・主要設備の運転性能及び設定値等

の確認 
・分解点検、非破壊検査、漏えい検

査等による確認 

②機能の維持 
・定期的な点検手入れ 
・経年劣化への対応 
・異常の早期発見と対応 

外観点検･性能確認 開放･精密点検



 

参考資料２ 

 

 

志賀原子力発電所２号機の高圧タービン車室内で発見された粒状金属（主蒸気止め弁

の製造時にショットブラスト作業で使用したもの）に関して、流入した可能性がある

機器２５９台について開放点検を実施しました。 

点検の結果、２,１３６個（１５６グラム）を確認し、回収するとともに、機器に異

常がないことを確認しました。 

今後、他の機器についても設備全般の総点検の中で異物がないか点検してまいります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
粒状金属回収結果 

調査対象機器名称 個 数 

主蒸気止め弁 13 個 

高圧タービン 914 個 

湿分分離加熱器 578 個 

第６給水加熱器 220 個 

第４給水加熱器 10 個 

復水器 20 個 

その他（弁等） 381 個 

合   計 2,136 個（156g） 

 

粒状金属に係る機器の点検結果について 

発電機 

復水器 復水器 復水器 

低圧 
タービン A 低圧 

タービン B 低圧 
タービン C 高圧 

タービン 

湿分分離加熱器 

高圧ドレンタンク 

原子炉給水ポンプ 高圧復水ポンプ 

低圧復水ポンプ 
グランド 

蒸気発生器 

粒状金属発見箇所 

第４給水加熱器 
第５給水加熱器 

蒸 
気 
加 
減 
弁 

主 
蒸 
気 
止 
め 
弁 

原 

子 

炉 

フィルタ（試運転期間中に使用） 

第６給水加熱器 

復水ろ過脱塩装置 

開放点検を実施した 
が、粒状金属が発見 
されなかった箇所 

その他弁類 

復水器へ ＜点検対象機器＞ 


